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昭和 26年 (1951年)8月.中旬本州の南Jj洋ーとを進み黄海から朝鮮に抜けた「マーヂJ.台風及び

10月中旬に琉球列島に泊って北 tし}L州、|を縦断して日本海に抜け更に奥初地方を横断して太平洋に

去った rJレース」台風の 2つについて当所の地震計に現われた脈動の調査を行った。当観測所は地

盤ρ関係土相当に大きな台風とか季節風の特に張、い時でもない限り脈動の現われるととが少く「ウ

イーへJレト」地震計ではわレース」台風の時にも最も接近した 2，3日間脈動が認められたに過ぎな

いのでととでは主として「ガリッチシ」地震計に依った。

~ 2. 調査の方法と結果

使用した地震計は「ガリッチ;/' Jの水千動(東開成分)で" r Jl-ース」台、夙の場合のみは「ウイー

ヘルト」水千の東問成分も含まれている。との 2つの期間中に長ける地震計の常数は第 1表のと沿

Table 1. Constants of Instruments 

Seismograph |九州九州 μ82 Iμq2 Ik(Sec-1i I A叩 1/叩 v v I Remark 

Gイa日l目l、twd〉n|l 
7.25 6.4 ~. 0.221 0.17 135 August 

一一
庁 14.41 

剖 8i01 いlm
October 

Wiechert 4.7 5.0 88 October 
(E-W) 

りである。(との常数にもとずく「ガ 1)ッチ γ」地震計の倍率曲線は第7図のようになる)。調査iの

対照とした 2つの台風の経路を第2表及び第 1図に示す。

とれら 2つの台風は初めうちは共に本州輩か南方洋ーとに沿いて大体同じ地域とみなされるととろ

にあり， rマーヂ」は琉球列島の中央部かう黄海に入り， rJレース」は北北東から史に東北東陀向っ

て太平洋上に去っている。当所の「ガリッチシ」地震計では「マーヂ」台風の場合には 8月14日頃

から脈動が現われ初め 25日頃まで続いている。「ノレース」台風の場合には 10月 11日頃かちゃや明瞭

に現われ20日頃までにはほとんど衰えた。調査したのはとの期間中で読取りに充分な大きさになっ

た期間，すなわち前者にないては 8月16日より 22日まで，後者では 10月 12日より 17日の前宇ま

で 1日4回 02時， 06時， 14時及び、 18時の前後 10分間毎分の最大復振巾及び、周期を読取った(マー

普地 震観測所
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Table 2. 
Typhoon Marge. 
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08h 15m 21.2 132. 900 15 '18.6 130.2 948 
15 21.8 131. 0 910 

12 03 19.3 129.1 933 
17 03 23.2 130.5 915 15 20.0 12276 .1 925 

07h 22m 23.1 130.8 920 21 20.6 126.5 924 
15 24.3 130.5 920 

03 21.5 126.0 924 
18 24.3 129.5 920 

09 22.3 126.1 924 
18 03 26.0 129.0 920 18 24.5 126.3 926 

06 27.4 128.5 920 
14 03 26.1 126.7 927 

15 27.0 128.0 920 15 30..0 129.2 932 
19 03 28.2 127.5 930 21 32.4 130.5 950 

15 28.2 128.0 940 15 03 35.2 132.4 965 
20 03 29.6 126.9 940 09 36.5 

(1113349631 2 
0 

970 
15 30.5 125.4 940 15 

21 03 31.1 122.7 940 
38.0 978 

15 31.2 124.8 950 
21 39.0 145.0 978 

22 03 31.2 123.0 950 
03 41. 0 978 

15 33.0 124.0 960 
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ヂ台風の場合には毎分の千均周期であるが後で述べる通り最大動の周期平均周期とは大体同じ傾向

を示す〉。とれらρ毎回の平均の振巾公よび

周期を示すと第2図のようになるく振巾は

複振巾である〉。脈動振巾は台風が近づくに

従って次第に大きくなり距離が遠くなれば

急:激に衰えるように思われるが (rマーヂ」

の場合には20日頃から台風の強さが急:激に

衰えたので振巾も急:に小さくなっている)，

とのようた大まかな調査では詳しいととは

いえたい。第2図(b)で「ガリッチ γ」によ

る周期のうち実線は毎分の千・均周期の平均

点線は最大動の周期の平均であるが両者は

ほとんど同じ傾向を示している(1)。‘ rJレー

ス」台風の場合には14日から16日の聞は「ウ

4ーヘルト」でも副長動が読取れたので東西

動の周期の千均を併示しであるが (1日8回
Fig. 1 Path of the TyphoOn (hourjdate) 

(1)従って以後は「ルース」台風の場合には最大動の周期を用い「マーヂ」の場合には平白周期を使用して
あるが雨者は同じように考支て大差ないと思われるo
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Fig. 2 (b) 

Development and decay of the amplitude and 
period of the microseismic disturbance due 
to the Typhoon Ruth (Oct. 12~17. 1951) 
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」16 

Fig. 2 (a) .pevelopmentand decay of the amplitude 
and .:period of the microseismic disturbance due to 
the Typhoon Marge (Aug. 15---22， 1951) 

読取り〉地震計の性能上「ウイーヘルト」によると 3"-'5秒の比較的短周期のものが現われている。

しかし「ウイーヘルトJによるとの期間のものも 3"-'5秒の問のいろいろの周期のものがあるよう
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であるが 15日の 06時及び 21時頃，念に周期が短くなってい

るととが見られる。
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第 3図はそれぞれの場合のすべての読取値に対する周期の

頻度図であり，第4図及び第5図は 1日毎の読取値の振巾と

周期との関係及び、周期の頻度図を示すものである。(第5図

(b)の (3)，(4)及び (5)の上側は「ウイーヘルト」によるもの〉。

10 /1 Sec. 

Fig. 3 (a) Typhoon Marge 
まづ、第 3図を見ると「マーヂ」による脈動は 7秒前後のも

のが最も多くたっているo とれに対して.rJレース」によるも

2. 3 tj- c 6 '7 8 9 10 11 8ec. 
Pe Ti od 

Fig. 3 (b) Typhoon Ruth 
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のは 6秒以上のものは極めてわずかで 5，....，，6秒のものが最も

多くなっている。もっとも「ガリッ.1-7/ J地震計では地動の

周期が短くなると倍率が急:激に減ずるので(第 7図〉との場

合 5"-'6秒のととおが最多になったとしても当所に沿いてと

の周期のものが最も多かったとはいえない。第 3図 (b)でわ

かる遁り「ウイーへJレト」からの読取りによると 3.5"-'5.0秒
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位のものが多いから台風 fJレース」に
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よって起された脈動は格代に沿いては
(3) 
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3.5--6.0秒の範囲のものが多かったω

というととになる一方台風マーヂによ

ると前に述べた通り 7秒前後の周期の

ものが多く現われているo
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震計及び電流計の固有周期が短かくて

最大倍率に対する地動の周期は約 6.4

秒のとと石にあり(第7図)5秒--8秒
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のものが最も現われやすい吠態にあっ

たためそれより短い周期のもの及び

長い周期のものについては不明で、ある
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<c 6 

i 

L 

fJレース」台風のときに 6秒以上が，

のものがほとんどないととと考え合わ

せて注目される。第 4図 (a)(第 5図

(a))を見ると「マーヂ」台風の場合に
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周期のものが卓越して長り，黄海に入

って台風が衰えてからも 7秒以下のもえ
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には，台風がはるか南方洋上にある場
A 

合には〔第4図 (b)の(1))ull¥動周期は

6秒以下のものでそれよ'り長いものはTyphoon Ruth Oct. 12~17 ， 1951 

なく，接近するに従うて(第 4図 (b)の (2)，(3)及び (4))8秒位までの長い周期のものを含み，再

び太平洋上に去るとく同図 (5)及び (6))再び 6秒以ドの周期のものが多くだっている。「ウイーへ

Jレト」による観測値もあわせてみると(第 5図 (b)の (3)，(4)及び、で5))Jレース台風が本州に接近し

生起された玖動は松代に於ては2秒から 7秒{立までの周期のものがふくまれ

くり 4寝前後の周期のとろろは雨地震計共に倍率が小さくなって現われ芋¥、のでどの周期のととろが最も多

くなっているかはとの図から刻定出来ない口
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通過して行ったため，
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Upper oIie of (3)， ( 4) and (5) depend on the 
Wiechert's Seismograph. Fig. 7 Magnification of Galitun's 

Seismograph CE~W:Tompo:nent) 
August and Octobet. 
Ordinate of each curve is taken 
in arbi tary scale. 

ていたというととになる。今ウイーへJレ・トで最も振巾の大き

くなった 10月15日の振巾と周期の関係を示すと第 6図のよ
() 

うになり， 4，.....，5秒の周期のものが最も卓越している。とのととは「ガリッチ γ 」の方からも考え

られる。すなわち第 4図 (b)のくのは，やはり 15日のものであるが 4，.....，5秒のものが最も卓越す

る傾向がうかがえる。以上出て来た結果を失々に記述したがとれを要約すると，

(1) 同じ南jゴ狩:土にあった 2つの台風「マーヂ」及び fJレース」によって生起された脈動も周

期が異って沿り，前者に語いては 7，8秒程度の比較的長い周期のものが含まれているのに反して後
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者には 6秒以上のものは含まれでいたい。とのととは脈動発生論に対する重要た事実と思われる。

(2) rマーヂ」合風の場合には全般として 7"-'8秒の周期のものが卓越しで語り黄海に入って衰

弱してからは比較的周期が短かくなっている。

く3) r Jレース」台風の場合にははるか南方洋上にある場合には 6秒以下の周期CD!l反動があり，接

近ずるに従ってそれ以との周期のものな rふくむようになった。再び太平洋に去ると再び、 6秒以上の

長い周期のものがなくなった。

(4) r Jレース」台風が本土に篠m:し通過したために生起された脈動は 2秒から 8秒伎のものが

含まれていた，その中 3~5 秒のものが多く， 4--5秒のものが卓越した。

~， 3. むすび

との調査では対称としたものが2つの台風であ-り地震計もただ1つの成分しお使用されなかった

ので結果として現わ.れた事柄について系統立った論議も出来ないので験測からの事実をのべるに rJ二

め次の機会に調査を進めたい。

な沿との調査は前に当所に沿いて行った一般的脈動調査の一連として行ったもので筆者に3ないて'

取まとめたものであるO

Microseisms caused by Typhoon 

T. Ni.¥GAMUNE (Maisushiro Seismological Observaiory) 

Microseisms at Matsushiro eaused司byTyphoon Marge， Aug. 1951 and 

Typhoon Ruth Oct. 1951 were investigated. Seismographs used weI"e 

Galitzin's Horizontal Seismograph (Marge and Ruth) and. Wiechert's 

Horizontal Seismograph (Ruth). Both typhoon were on the southern 

ocean， but the' period of microseisms was not the same in each case. 

In case of Marge Typhoon，' the period of 7 -8 ~ec. predominated ，and 

shorter period became frequent after the typhoon entered the Yellow Sea. 

While in case of Ruth Typhoon， the period was less than 6 sec. when 

the typhoon was on the southern ocean and as the typhoon approached 

the period 0士morethan 6. sec. appeared (3----5 sec. were niost frequent). 

Again the period of more than 6 sec. disappeared when the typhoon went 

over the Pacific Ocean 
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